
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ6

目標 33.8 35.4 36.8 40.0

実績 33.6 31.8

達成率

目標 100.0 100.0 100.0 100.0

実績 100.0 100.0

達成率

目標 60 62 64 66

実績 56 51

達成率

目標 2.0 4.0 6.0 10

実績 0 0

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

2.38 2.02

令和２度実施のアンケート結果では、必要度」が低く、「満足
度」が高い「見直し領域」に位置しており、目標達成の状況や
サービスの供給量を検証する必要があります。

市民意識調査
結果分析

人権とは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに
持っている権利」です。普段の生活の中では意識しないもの
ですが、人々が生活する上での前提条件とも言えます。今後
も、市民の必要度が上がるよう、啓発を継続する必要があり
ます。

令和3年度以降
の課題

今年度は新型コロナウイルス感染症対策で大規模講演会は中止となり、各種研修の実施にも影響がありました。しかし、コロナ
差別に対する啓発など、その時々に必要に応じた啓発を行いました。今後の、新型コロナウイルス感染症対応が長期化するこ
とが予測されるため、社会情勢や感染の状況などに留意しながら、必要な時期に有効な手段で的確に県初を行う必要があり
ます。

指標の分析
審議会等の女性登用については目標を達成できませんでしたが、所管する部署への働きかけを強化しました。人権学習会を実施した学校の
割合は100％で今後も継続をしていきます。研修会は目標は達成できませんでしたが、新型コロナウイルス感染症対策を取りながら実施しま
した。基本計画を策定した団体はありませんが今後取り組みを進めます。

市民意識調査
結果

（R２調査）

領域名 必要度 満足度

見直し領域

基本計画を策定した企業・団体数
部落差別解消推進・人権啓発課
事業実績

企業数
8.0

人権・部落差別解消推進教育研修会
などの開催回数

臼杵市人権・部落差別解消推進
教育啓発推進協議会

回数
66

人権学習会を実施した学校の割合
保護者と連携して開催する学習
会を実施した学校の割合

割合
100.0

地方自治法(第202条の3)に基づく
審議会等の女性登用率

第2次臼杵市男女共同参画基
本計画

割合
38.4

新規

指標 指標名 説明・算式・引用
実績の推移

Ｒ5

まちづくり
の方針 磨き輝き続ける市民がつながり、臼杵っこが育つまち（学び）

５年後の
めざす姿

市民一人ひとりがお互いを尊重し合い、心と心のつながりを大切にしている、真に豊かでゆとりのある社会の実現をめざします。そのため、
「当事者との出会い」や「当事者の思いや願い」を大切にした人権教育を推進します。
人権・部落差別問題や男女共同参画社会に関する教育・啓発の充実を図ります。
学校においても、発達段階に応じた系統的な人権学習を確保し、確かな知識と実践力・感性豊かでお互いを尊重し合える児童生徒を育てる教
育内容の充実を図ります。

施策の
内容

人権・部落差別問題や男女共同参画社会に関する教育啓発の充実や環境の整備を強化し、人権週間の講演会の市民参加数や男女共同参画社
会推進のための審議会等委員の女性登用率の向上について、関係機関に働きかけ環境整備に努めます。

コード Ⅴ-16-34 施策名 人権意識の高揚

施策の
方針

一人ひとりの人権が尊重されるまちをつくる

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

部落差別解消推進・人権啓発課 小坂幸雄 3170
（令和２年度）
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＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込み

1

部落差
別解消
推進・
人権啓

○ 2,658 1,568 2,178 － ○

2

部落差
別解消
推進・
人権啓

○ 2,247 1,147 2,199 重点継続

3

4

5

6

7

8

9

10

4,905 2,715 4,377 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和５年度
実施予定 -

評価のコメント 外部評価

合計

進捗状況
今年度は、新型コロナウイルス感染症のため、色々な啓発活動に支障が生じました。しかし、コロナ差別に対する啓発な
ど急遽発生した課題に対しても、色々な手段と啓発機会を利用して、市民へ啓発を行うことができました。今後は新型コ
ロナウイルス感染症対策などを十分考慮した啓発活動を検討する必要があります。

課長評価

順調
最重点施策であり、

来年度強化する

男女共同参画推進事業
男女共同参画講演会・パンフレット作
成、啓発事業ほか

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

人権問題啓発資料作成
事業

啓発看板・啓発チラシ・パンフレット
等資料作成

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）


